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１ 多摩ＮＰＯセンター運営検討市民会議について 

 

「多摩ＮＰＯセンター運営検討市民会議」（以下、「運営検討市民会議」）は、

多摩ＮＰＯセンターの今後の役割や機能、運営手法などを具体的に検討してほ

しい、という市の呼びかけに応じて集まった市民で構成されています。開かれ

た会議として参加メンバーを固定せず、毎回の会議も自由参加としていますが、

毎回 20 名前後の市民が会議に参加し、運営検討市民会議が選出した世話人を

中心に会議の進め方や内容等を議論しながら検討を進めてきました。 

 

２ 多摩ＮＰＯセンターのこれまでの経過 

 

「多摩ＮＰＯセンター」（以下「ＮＰＯセンター」）は、2000 年 5 月、西永

山複合施設内に開設し現在に至っています。開設に先立って設置された「ＮＰ

Ｏ支援センター運営検討委員会」から 2000 年 1 月に「FINAL REPORT」が提言

された中で、行政からの自主自立を重視した「公設備・市民設立・市民運営」

の理念や、必要な機能、運営形態等が整理され、これを尊重しながらスタート

しました。 

しかし、その後、2005 年度の運営主体の変更（利用団体の代表者で構成す

る運営協議会による運営からＮＰＯへの運営委託に変更）等を契機に、あらた

めて、ＮＰＯセンターのあり方や、市民にとっての役割が問い直される状況に

ありました。 

ＮＰＯセンター設立から 8年が経過した現在、社会状況や、多摩市の市民活

動の状況は変化しています。運営検討市民会議では、今の地平に立ち、未来を

展望しながら、「ＮＰＯセンターが本当に必要か」「必要だとすれば、なぜ必要

で、何を行い、何を目指すのか」を、あらためて、ゼロ・ベースから議論しよ

うということになりました。 
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３ ＮＰＯセンターに、あらためて求められる機能と運営形態 

 

運営検討市民会議では、主にワークショップ方式により、以下のプロセスで

検討を行いました。（巻末資料１、２参照） 

 

① ＮＰＯセンターに必要な機能（ハード・ソフト）は何か 

② その機能は、他の支援センターや公共施設（市民活動情報センター、

多摩ボランティアセンター、公民館、コミュニティセンター等）で提

供可能か 

③ ＮＰＯセンターでしか提供できない、機能の「核」には何が残るか？

（残らなければＮＰＯセンターは必要ないということ） 

④ ③の機能を効果的に提供するには、どんな運営形態が考えられるか 

 

（１）ＮＰＯセンターに必要な（利用したい）機能 

 

ＮＰＯセンターに「必要な」機能については、あえて、「私たちが利用し

たい」機能は何か、その機能はＮＰＯセンターでなければ提供できない機能

なのか、を論点に議論しました。理想論や一般論でどんなに重要な機能であ

っても、私たちも含めて多くの市民団体から利用・活用されなければ無駄な

投資となってしまうこと、また、他の支援センター等で代替可能な機能であ

れば、ＮＰＯセンターを継続させる必要がなくなるからです。 

 

検討結果は４ページの表１のとおりです。支援センターに「定番」とされ

る機能が残りましたが、検討の過程で特徴的だった点は、市民や市民団体同

士が連帯する「ネットワークづくり」や、ネットワークの力を生かした「コ

ーディネート機能」を望む意見が多く出されたことです。活動初期を過ぎ、

次のステップに進むための新たなエネルギーや連携を必要とする団体が現

れてきており、また、団体単独で動くのではなく、多様な連携を広げながら

活動や事業を前進、発展させていこうとする気運が高まってきています。 

 

多摩市の市民活動は、今、第２ステージに差し掛かりつつあると思われま

す。個々の市民団体の力を次のステージにつなげ、また、その力がつながり

あっていくことで、「地域や社会を変えていく形と力」にする好機と捉える

ことができます。行政が育むのでもなく、他の誰が育むのでもない、市民が

自分たちで育む、「市民連帯の力」を発揮するセンターとして、ＮＰＯセン

ターの継続とさらなる発展を望みます。 
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（２）機能を効果的に実現するための運営形態 

 

４ページ表１の機能を効果的に実現するためのセンターの運営形態を検

討するにあたっては、私たちが求める機能を、「現実的に」実現できる形態、

かつ、私たちがセンターに期待する基本コンセプト（市民連帯のネットワー

クを築き、地域や社会を変えていく形と力を生み出すセンター）を生かせる

形態について検討しました。 

 

ＮＰＯセンターのこれまでの運営形態を振り返ると、開設から 5 年間は、

センター利用団体の代表者で構成される「運営協議会」が運営にあたり、サ

ービスの提供も行っていました。「市民主体」という理念に沿った形態では

ありましたが、本当なら支援を求めたい各団体が、他の団体を支援するため

に、人も知恵も持ち出してセンター運営に協力するという仕組みは、個々の

団体に大きな負荷がかかる側面があったと思われます。 

2005 年度からは、企画提案の公募方式で市が決定した団体（現在運営し

ているＮＰＯ法人）がセンターを運営しサービスを提供する仕組みに変わり

ました。この形態は、多様な分野にわたる市民団体のニーズに応えるサービ

スを、センターを運営する団体のネットワークで提供することになるため、

当該運営団体に相当の力量が求められ、また、地域の各市民団体との「顔の

見える関係づくり」を構築するための努力と工夫、時間が伴う仕組みである

と思われます。 

 

運営検討市民会議としては、表１の分析とこれまでの振り返りを踏まえな

がら、ＮＰＯセンターの今後の効果的な運営について、５～７ページのとお

り検討しました。 
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表１ 多摩ＮＰＯセンターに必要な（利用したい）機能 

＜ソフト＞ 

機能 具体的な内容例 実現のための方法例 備考 

①研究機能 ●多摩市のＮＰＯのあり方 

●協働（図１参照） 

●ＮＰＯの資金調達 

●市民主体の研究会等で。 

●同上 

●専門家を交えた研究会等で。 

 

 

②相談・研修機能 ● 同業種・異業種間のネットワーク 

●「市民間の協働」「人材の発掘、育成」 

●会計、税処理、法人化、助成金、広報の手法等 

●上記の専門家につなぐコーディネート 

●ネットワークづくりの場を通じて実現

●ネットワークづくりの場を通じて実現

●専門家（講師・スタッフ等） 

●ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ､ ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 

 

 

 

 

③サロン・ロビー機能 ●色々な団体の人が日常的に顔を合わせる場 

●市民団体や参加者同士の面識をつなぐ場 

●ＮＰＯの事務所機能（レンタルオフィ

ス、共同事務所等） 

●喫茶 or 入居団体のキッチンを開放 

●ロビー 

拠点（ｾﾝﾀｰ）要 

④インキュベート機能 ●幅広く運営、自立の支援 

●ＮＰＯ立上げ・法人化・起業支援 

●ネットワークづくりの場を通じて実現

＋ ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰ､ ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 

 

⑤資金 ●運営資金・活動資金の援助 

●資金調達 

●ＮＰＯファンド、ＮＰＯバンクの運営  

⑥広報機能 ●ＮＰＯニュース発行 

●ＨＰ制作 

●市民有志で、市民の視点で 

 

 

⑦コーディネート機能 ●ＮＰＯとＮＰＯ（市内も市外も）、 

●異業種間交流 

（同種ＮＰＯ、異種ＮＰＯ、行政、企業 etc） 

●法人とまちのビジネスコーディネート 

●既存団体との連携・交流  

⑧情報収集・発信機能 ●市民の視点に立った情報収集・発信 

 

●市民有志で、市民の視点で  

 

＜ハード＞ 

●事務所設備 ●貸倉庫 ●フリー接続のＬＡＮ環境 ●バリアフリー ●十分な電気容量 ●水道、調理場  
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＜分析と提案＝現状と課題を含めて･･･＞ 

1.  前ページ表１に整理した機能を検討すると、ハードを含めたセンター（拠点）機能（設備）が必ず必要になるのは「③サロン・

ロビー機能」だけで、それ以外はネットワーク型でのサービス提供が可能であり、必ずしもセンター（拠点）機能を必要としない。 

 

2.  しかし、サービス提供可能な各機能（そのサービスを提供できる団体の存在や、その団体が持つ関係ネットワーク）は、まだ、

地域内にバラバラに点在しているだけで、それらを総合的・有機的に活用できる「仕掛け」がない。 

 

 

■ 上記の 1.と 2. を同時に実現可能にするためには･・・・ 

 

（１） 多様な団体が日常的に顔を合わせることが可能となる「事務所機能」＋打合せ等もできる「交流ロビー」をセンターに設置 

 

（２） センターを中心に、事務所入居団体＋α による「ネットワーク型のサービス提供」を行う。 

センターは、ネットワーク連携による各機能の提供と、各サービスを提供する各種団体間のネットワークを構築するための

「プラットフォーム」であり「ネットワークセンター」となる。 

 

＊イメージ 

 ① 多様な分野で活動している事務所入居団体が自らの事業を実施 

⇒多様なメニューが一般市民、一般市民団体に提供可能。それら団体の事務所が一同にセンターに所在しているため、自ずとセ

ンター認知度が高まり各種情報や人的ネットワークが集積する。 

 

② 事務所入居団体の協働・連携によるメニューを実施 ⇒ 相談・コーディネート機能の提供 

   ②－１ 各入居団体の実施事業、或いは、関係ネットワークから持ち込まれる事項の相談・提案（日常的交流の中で） 

②－２ 一般団体に開かれたラウンドテーブル（テーマは各種）の定期的開催（場所はセンター＋各所で） 

 

③ 「（仮）センター運営検討会議」を設置し運営 

   ③－１ 構成＝入居団体、利用団体、一般団体等 

③－２ 役割 

ア）センター運営にあたってのニーズ把握、事業実施内容、資金計画、情報公開・説明責任等に係る必要事項の決定

等を行う。なお、会議は公開とするなど開かれたかたちで行う。 

           イ）発生したサービスニーズについて、協働・連携による提供方策を検討する。 
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印刷機・ロッカーetc 

図１ 今後の多摩ＮＰＯセンターのイメージ 

パソコンルーム 

喫茶（事務所入居

団体提供も可） 

ロビー・打合せラ

ウンジ 

会議室 

ＮＰＯ等

地域の多様な市民団体 

行政 

各種サービスの活用と協力 

センターの場所と機能を活用

したネットワーク形成、力量形

成、センター事業への協力 etc 

関係機関 

各種サービスの提供 

・事務所入居団体の実施事業 

・入居団体ﾈｯﾄﾜｰｸによるコーディネート

・研修・ネットワーク形成事業 

・情報収集・提供 etc 

事務所（共同事務所）

地域の 

協働のネットワーク 

企業 

ＮＰＯ等

ＮＰＯ等

ＮＰＯ等

ＮＰＯ等

ＮＰＯ等

大学 

新たなセンター＝人々が日々集い、つながる「ネットワークセンター」 

 

◆センター運営にあたっての事業内容、資金

計画、情報公開、説明責任等の決定 

◆発生したサービスニーズについて、協働・

連携による提供方策の検討 等 

（仮）センター運営検討会議 

（入居団体、利用団体、一般団体等） 
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図２ 機能実現のためのセンター運営資金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

＜収入＞ ＜支出＞ 

施設・機器等管理経費 

人件費（経常運営部分） 

事業経費（含人件費） 

①研究 

②相談・研修 

④インキュベート 

⑦コーディネート

⑤ＮＰＯ基金運営 

事業収入 

事務所利用料・駐車場

利用料 

広告料収入 

寄付・協賛（物品含）

補助金・助成金等 

 

 

会議室・機器等利用料

⑥広報（情報誌、ＨＰ）

⑧情報収集・発信 

※①～⑧は４ページ表１の機能の分類番号に対応 
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（３）センターの名称および利用対象について 

 

私たちが今後のＮＰＯセンターに期待する役割を簡潔に表現すると、

「市民連帯のネットワークをつなぎ、地域や社会を変えていく形と力

を生み出すセンター」となります。 

また、「市民連帯のネットワーク」の範囲は、地域の多様な市民団体

（ＮＰＯ、ボランティア団体、自治会等の地域団体など）、行政、大学、

企業、関係機関等の地域ネットワークを広くとらえる必要があります。 

こうした方向性に向かい、センターのコンセプトや利用イメージが

よりわかりやすく伝わるよう、センターの名称も、「名は体を表す」も

のとすることを提案します。運営検討市民会議で出された名称案は、

次のとおりです。 

 

◆ＴＡＭＡ市民ネットワ－クセンタ－ 

◆多摩協働推進センター 

◆多摩ＮＰＯセンター（現行どおり） 

 

（４）当面、２１年度からの運営について 

 

私たちの提案した方向性で、今後のＮＰＯセンターが再構築される

とした場合、それが実現するまでの間、現在のセンターを閉鎖・休止

することは、これまで蓄積された情報やネットワークの継続を含め、

利用団体へのサービスの継続性等の面から極力避けるべきと考えます。

したがって、その間の運営については、最小限の施設・機器管理を行

うこととし、４ページの表１に整理した具体的な機能の提供も含めて、

市民参加でさらに詳細を検討しながら、順を追って具体化していくこ

とが現実的と考えます。 
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４ 結び 

 

運営検討市民会議では、様々な活動を行う市民が集まり、行きつ戻り

つの議論の中から、一つひとつ合意を積み重ねてきました。 

こうしたプロセスこそが、市民の自治が試され、互いの意見や立場を

尊重しながら知恵と力を併せていくことの重要性を確認することであっ

たと考えます。 

多摩市の市民活動は、今、第２ステージに差し掛かりつつあると思わ

れます。個々の市民団体の力を次のステージにつなげ、また、その力が

つながりあっていくことで、「地域や社会を変えていく形と力」にする好

機と捉えることができます。 

今後、「（仮）センター運営検討会議」を通じて、基本的な運営体制と

具体的事業、基盤となる資金等について議論を深め、「市民連帯の力」を

発揮するセンターとしていくことが私たち市民の使命と考えます。 
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１ ワークショップの主な進め方と内容 
（2008.5.8 第 6 回会議資料） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多摩ＮＰＯセンターでは、どんなサービス（事

業）をするべきか？ 

多摩ＮＰＯセンターには、どのような機能が

必要ですか？ 

これからのＮＰＯセンターを展望して、施設（ハードウェア）と機能（ソフトウェ

ア）に分けながら、意見のグループ化を行う。 

 

 

 

        【ハードウェア】                  【ソフトウェア】 

  

再度、現在そしてこれから多摩ＮＰＯセンターに求めるものをワークショップで

議論。 

 

会議の中で確認された設備・施設・機能などについて、他の

市民活動の場（市内各施設）で供給できるのか？できないも

のが残れば、それが『将来のＮＰＯセンター機能の核』となる!!

ボランティア

センター 

市内コミュニ

ティセンター 

市民 活動情

報センター 

永山・関戸公

民館 

そ の 他 の 各

施設 

い
ま
ま
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見 

核  

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

Ａ Ｄ Ｆ Ｂ Ｃ Ｅ 

Ａ Ｄ Ｂ Ｅ Ｆ 

Ｃ

これまでの意見を検証しながら整理する 

サービス・機能の供給主体を検証 

Ｇ ＪＩ Ｈ 

Ｉ 
Ｇ 

Ｊ 

Ｈ 

 
 
 
 

５
月
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

６
月
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 
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２ ワークショップの中間まとめ 

（2008.6.7 時点） 

＜ＮＰＯセンター独自に必要なもの・ハード＞ 

 

＜ハード① 機能＞ 

■「レンタルオフィス 共同事務所」 

「個々のＮＰＯの事務所」 

「事務所機能＝インキュベート機能 両方セットで必要」 

「Ｏffice 貸事務所の住み分け」 

「公開する連絡先 住所（郵便受取先） 電話（引継先）」 

「事務所機能の整備要 家庭内用務からの開放 活動のオープン化」 

「多摩市所有施設の開放 事務室 事務機器の無料化」 

■「貸倉庫機能」 

 

＜ハード② ハード環境＞ 

■「電気容量」 

■「駐車場」 

■「エレベータなど階上への移動方法」 

■「ＬＡＮ環境」 

■「市議会・市内各イベントなどの中継モニター」 

■「自販機の設置」（賛否両論あり） 

 

＜ハード③ 立地＞ 

■「立地は現状で」 

■「恒久活用としての学校跡地施設」 

■「桜ヶ丘へ」 

■「ヴィータ」 

■「桜ヶ丘で市民活動情報センターと一本化を」 

■「場所は多摩センターがいい」 

■「交通の便の良さ」 

■「あまり分散しない方がいい」 
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＜ＮＰＯセンター独自に必要なもの・ソフト＞ 

 

■「研究」 

■「研修 相談」 

「法人化セミナーの必要性 人的」 

「法人化の手続き」 

「ＮＰＯの広報 ＨＰの制作など ペーパードキュメント」 

「会計処理＝税処理」 

「助成金等」 

「ＮＰＯを立ち上げる際の相談機能」 

「経営に関する相談窓口」 

■「ＮＰＯについての資金援助」 

「運営基金 活動の資金 援助サービス」 

■「ＮＰＯの自立 起業支援」 

■「中級ＮＰＯへの支援体制」 

■「幅広くＮＰＯ、ＮＰＯ法人運営の応援、設立の応援」 

■「ＮＰＯ法の基本から考えると事業内容の１２項にしぼられて良いと思う」 

 

 

■「インセンティブをとる 実利・実用を市民に与える具体性」 

■「整理」 

■「市民活動情報センター ボランティアセンター ＮＰＯセンター 起業支援」 

 

 

＜市民活動情報センター？ 情報センターとの中間？ 両方？＞ 

 

■「市役所 etc 担当課とのコーディネート」 

 

■「市民団体のネットワークのきっかけづくり」 

「市民団体の参加者同士の面識をつなぐ」 

「ネットワーク ＮＰＯと市民 ＮＰＯとＮＰＯ」 

「市内及び市外の団体との交流と連携」 

■「ＮＰＯ＋ＮＰＯ コーディネート」 

「法人とまちのビジネスあっせん」 

「仲介サービス」 

「センター職員によるプロデュースとコーディネート」 

■「情報の収集・発信」（特にＮＰＯセンターに特化すべきもの。詳細は別途議論） 
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＜他の施設でも提供している（できる）もの＞ 

 

■「事務機器、印刷機の使用」 

■「団体支援」 

■「人材 技術 継続」 

■「市の公共サービス 新しい公共づくり」 

■「ボランティアセンター 市民活動情報センターとの情報の共有」 

■「相談機能」 

■「得意技（わざ）の共有」 

■「知る縁 ⇒ 顔の見える関係性」 

■「情報公開」 

■「全員が個としてものが言える」 

■「多摩市だけに携われない活動へ」 

■「障がい者に対して」 

■「スペースの使用 会議 作業イベント」 

「会議室の貸し出し」 

■「パソコン塾」 

■「使用時間」 

 

 

＜市民活動情報センターで主に提供しているもの＞ 

■「ＷＥＢ情報 情報発信 ＮＰＯライブラリー⇒ビジュアル情報」 
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３ 多摩ＮＰＯセンター運営検討市民会議活動経過 

回数 開催日 議   題 

第１回 
平成２０年 

２月１４日（木） 

① 会議のスケジュール 

② 進行役・世話人の選出について 

③ ＮＰＯセンターに関するアンケートの結果について 

④ 市民活動情報センター運営委員会中間報告について 

⑤ 今後の進め方について 

第２回 ３月 １日（土） 

① 会議のスケジュール 

② 進行役・世話人の選出について 

③ ＮＰＯセンターに関するアンケートの結果について 

④ 市民活動情報センター運営委員会中間報告について 

⑤ 今後の進め方について 

第３回 ３月１３日（木） 

① グループ討議（多摩ＮＰＯセンターではどんなサービ

ス[事業]をすべきか？どのような機能が必要か？） 

② 各グループからの発表 

第４回 ４月 ５日（土） 

① グループ討議（多摩ＮＰＯセンターにはどのようなサ

ービス[ソフトウェア機能]、どのような設備[ハードウ

ェアとしての機能]が必要か？） 

② 各グループからの発表 

第５回 ４月１７日（木） 

① 会議の進め方について 

② 市民会議運営のルール（申し合わせ事項）について 

③ 今後の会議の進め方について 

第６回 ５月 ８日（木） 

① 世話人の決定について 

② 市民会議運営のルール（申し合わせ事項）について 

③ 市民会議のスケジュール及び具体的な獲得目標 

第７回 ５月２４日（土） 

① 会議の進め方について 

② グループ討議（多摩ＮＰＯセンターに求める機能[ソフ

ト面・ハード面]について） 

第８回 ６月 ７日（土） 
① グループ討議（多摩ＮＰＯセンターに求める機能[ソフ

ト面・ハード面]について） 

第９回 ６月１９日（木） 
① グループ討議（多摩ＮＰＯセンターに求める機能[ソフ

ト面・ハード面]について） 

第 10 回 ７月 ５日（土） 
① グループ討議（多摩ＮＰＯセンターに求める機能とそ

の分析と提案についての世話人案の検討・確認） 

第 11 回 ７月１７日（木） ① 検討まとめ（世話人案）の決定 

 

※世話人会開催日 

 5 月 1 日、5月 8 日、5月 12 日、5月 24 日、5月 27 日、6月 3 日、6月 12 日、6月 19 日、 

6 月 25 日、6 月 30 日、7 月 7日、7月 8日 
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４ 多摩ＮＰＯセンター運営検討市民会議参加メンバー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

５０音順 ★印＝世話人 

 

※ 会議に１回以上参加したメンバーは原則すべて掲載しています。 

 

 

秋元 孝夫★  石渡あきら   岩永ひさか   岩本ゆかり 

浦田 純二  遠藤めい子   大塚ゆき恵   大津山壽久 

落合 重美  片桐 徹也★   川口 承臣   北川 清司 

倉井 富雄  黒岩 克彦     今野 幸男     篠塚 元  

柴田 ゆき  清水 昭    白石 省吾   関 靖彦 

妹尾 浩也★ 返町宗一郎   髙橋 俊彦     立山 裕子 

寺田 桂子★ 寺田美恵子    中澤さとみ     中村 弘子 

難波由紀子   西田 昌弘    野々村直登     橋本 孜 

濱田 雄三   平野紀美子     深尾 香子     藤井 義弘★ 

牧野 順一   水野 宏       南 文憲       都田 浩司★ 

三好 正義   向井かおり     山内 一秋     山崎 誠 

山田 祐子   山野 篤★     横井 陸郎     渡部雄一郎 

 

 （他、手話通訳者 2名） 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

印刷物番号 

２０－１２ 

 

多摩ＮＰＯセンター運営検討市民会議 検討まとめ 

～市民活動の第２ステージに向って～ 

 

２００８年７月  

 

 事務局 多摩市くらしと文化部市活動支援課 事業担当 

〒206-0011 多摩市関戸 4－72 ヴィータコミューネ 7階 

               ☎０４２－３７６－８３１２ 


